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近年，果実消費の動向は高品質化への要求が強く，生産者はそれに応じるため，各地で各種の栽培

方法を試みている。ワセミカンの収穫時期を遅らせた完熟栽培法も一つの方法である。一般に，収穫

時期の遅延は果皮色の退色や翌年の着花などに影響をおよぼすことが言われている。そこで，完熟に

よって品質を向上させるとともに生産の安定を図る技術的な資料を得るため調査を行った。

１．収穫時期と果実の品質との関係について，表－１，表－２，表－３に示した。1988年度は一

般に糖度が低く、収穫時期を遅らすことによる糖含量の増加は少なかった。1989年度は収穫時期

が遅れるほど糖含量の増加が多く，甘味比も高かった。また，果皮率も収穫時期が遅れるほど高

くなる傾向を示した。1990年度は1989年度と同様の傾向を示した。ただ，1990年度は減酸量が多

かった関係で，甘味比は大変高くなった。

表－１収穫時期と果実品質(1)
(1988年度）

一果平均重 糖度 酸度 甘味比

９

１１／1８ 164.77 9．０９ １．０９７ 8．２８

１１／2８ 154.80 9．４６ 1．１４１ 8．２９

12／８ 156.81 9．８０ 1.033 9．４９

１２／2２ 147.22 10.03 1.061 9．４５

1／９ 144.94 10.21 0.969 10.55

2／1７ 137.69 10.57 0.873 12.11

－２５－



表－２収穫時期と果実品質(2)
(1989年艇）

一果平均璽 果皮率 糖度 酸庇 甘味比

９ ％

１１／１５全放収梗 134.21 22.22 9．５０ 1.050 9．０５

12／15全斌収硬 124.99 24.45 １０．７２ 0.937 11.44

l／l6全逓収穫 119.93 25今０７ 11.38 0.903 12.60

11／15分割収穫 126.46 21.68 10.04 1.082 9．２８

１２／１５分割収穫 119.27 23.99 11.00 1.062 10.36

l／16分割収穫 113.71 24.81 11.84 0.968 12.24

表－３収穫時期と果実品質(3)
(1990年度）

一果平均亜 果皮率 糖膜 酸座 甘 味 比

Ｒ ％

１１／15全iit収穫 163.15 19.17 10.16 1.08 9．４３

12／13全茄収穫 178.16 21.81 １１．３２ 0．８６ 13.10

1／14全放収穫 134.83 23.27 12.68 0．８１ 15.65

１１／15分割収穫 156.96 18.63 １１．１０ 0．９５ 11.68

12／13分割収穫 161.89 21-19 12.18 0－８２ 14.84

1／Ｍ分剖収穫 136.88 20-52 12.74 0．７２ 17.69

２．収穣時期が遅れると果皮色が退色するので，果皮の若色についても洲在し，我－４に示した。

ａ仙は樹の南側，北側とも陽光面で高く，ｂ値は低かった。その結果，ａ／ｂ値は果爽の|場光而で

商く，小原ら(1)の揃摘している陽光面の退色はあまりなかった。その理由として，ほ場が北斜而

であることと品郁が退色の少ない興津ワセであること。さらに，収秘時期が退色の初期であった

ことなどが考えられる。

－２６－



(1988.11.25）

－２７－

3．収穫時期と翌年の着果数との関係について表－５に示した。２年次における調査では収穫時

期および分割収穫のいずれの処理区についてもあまり差はみられなかった。

表－５収穫時期と翌年の着果数
（1990.6.26）

４．収穫果の果数および果実面を表－６，表－７に示した。1990年度における収穫果数は1989年

度に比べて，１１月15日収穫で約40％，１２月13日収穫果で約30％，１月１４日収穫果は94％であった。

また，３回に分割して収穫した果数は約57％で．２年次は裏年の関係でどの収穫時期も果数が少

なかった”そして，最も果数の多かったのは分割収穫であった。今回の調査結果からは翌年の果

数におよぼす影騨は明らかでなかった。
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(1990年度）

(1989年度）
表－６収穫果の個数および重量(1)

表－７収穫果の個数および重量(2)

(1)小原誠・川野信寿（1989）ワセウンシュウミカンの完熟栽培について，園芸学会九州支部
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